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損益計算書（北海道工業用水道事業全体）

1

令和元年度予算 令和２年度予算

金　　額 金　　額

営業収益 1,871,777 1,732,401 ▲ 139,376

うち給水収益 1,870,436 1,731,069 ▲ 139,367

室蘭工水における基本使用水量の減量（▲50,041）

※新ルールよる減量1社

苫小牧工水における基本使用水量の減量（▲89,664）

※現ルールによる減量1社、現ルールによる廃止1社

営業外収益 200,647 250,936 50,289

うち長期前受金戻入益 199,914 209,198 9,284 ※下記「減価償却」に係る補助金償却額の増

うち減量負担金等 0 41,272 41,272 減量に伴う負担金の増

2,072,424 1,983,337 ▲ 89,087

営業費用 1,808,947 1,945,180 136,233

減価償却費 817,391 905,871 88,480 (室蘭)三期改修工事（登別・日石）の供用開始による増（66,283）等

その他管理運営費 991,556 1,039,309 47,753
修繕工事の増（36,164→74,701）

特別修繕引当金金額の見直しによる増(62,713→78,093)

営業外費用 139,875 132,076 ▲ 7,799

うち支払利息 139,875 132,076 ▲ 7,799 高金利企業債（Ｈ6年度借入。利率年4.75％）の償還終了による減（苫小牧、石狩）

1,948,822 2,077,256 128,434

123,602 ▲ 93,919 ▲ 217,521

特別利益 0 0 0

特別損失 30,215 7 30,208 令和元年度石狩中央監視設備更新による除却損、令和2年度公用車売却損

93,387 ▲ 93,926 ▲ 187,313

特

別

損

益

純　　損　　益

（注）表中における計数は、それぞれ四捨五入によっているので、計とは一致しない場合がある。

（単位：千円）
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